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(3) 交通への支障を回避するための方策等

交通への支障回避の方策 具 体 的 な 内 容

交通整理員の配置

配置場所：駐車場の出入口付近に配置する。

配置人数：3名程度

配置日・時間：オープン時等混雑が予想される場合（10：00～19：00

等）※必要に応じ、人員数や時間帯等は交通状況により適宜検討を行い設定する。

左折入出庫の原則等

出入口①が最も多くの来場が見込まれる出入口であり当該箇所は左

折入出庫を原則とする。

ただし、出入口②における右折の入庫ならびに出入口③の右折の出

庫となるが現状の通行量は少なく交通流に影響を与えるものではな

いと考える。ただし、道路が狭隘であるため出庫に際し、交通安全に

は注意するよう注意喚起を図る。

(4) 経路の設定

① 経路の設定にあたり考慮した点

主な来退店経路は、八代鏡線を想定しており北側方向からの来客は店舗正面から来場しよ

うとすると道路を右折で横断する事になるため、計画地北東側の既存右折帯より敷地北側の

道路より入場出来るよう計画した。

② 設置者が行う交通対策等の予定

オープン時等混雑が予想される場合には、新聞折り込みチラシに案内図を掲載し、駐車場の出入口付

近には交通整理員を配置して円滑な誘導を行う。

出口に停止線を路面標記し、横断歩行者の安全確保を行う。

③ パークアンドライド事業等公共交通計画等との連携の有無

公共交通計画等との連携の有無 その具体的内容

（ 有 ・ ○無 ） －

④ バス・タクシー等の停車場の設置の有無

なし
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５ 駐輪場の計画（原動機付き自転車を含む）

(1) 駐輪台数の算出根拠

ア 指針参考による駐輪台数の算出

店舗面積（3,603㎡）÷35㎡＝102.9 （103台）

イ その他の方法による駐輪台数の算出

当該店舗は、他の地域で出店しているこれまでのロードサイド型店舗の運営状況により、

自転車での来客は少ないと想定しており、既存店の実態を参考に以下の通り類推した。

駐輪場附置

条例の有無
有（条例名 ） ・ 無

必要駐輪台数

の予測結果及

び算出根拠

店舗面積が近似する既存（鹿屋店：3,881㎡）

店舗の駐輪場利用実態の調査結果を参考とした。

次に以上の台数を計画店舗との面積比により補正した。

当該計画店舗 店舗面積3,603㎡ 上記店舗3,881㎡

（3,603/3,881）×36台＝33.42 ≒34台

必要駐輪台数 34台

※当計画では、60台を確保する。

(2) 駐輪場の構造、収容台数及び面積

駐輪場№ 駐輪場構造 収容台数 面 積
駐輪区画の大きさ

一般用 三輪車・バイク用

駐輪場 平面式 60台 60㎡ 0.5ｍ×2.0ｍ 0.5ｍ×2.0ｍ

合 計 60台 60㎡

(3) 駐輪場の管理体制

項 目 内 容

整理員等の配置 従業員等の適宜見回りにて対応する。

営業時間外の管理等 駐車場出入口を施錠

(4) 駐輪場案内の表示方法

駐輪場である旨の路面標示等を行う。（別添「図面3-1」、「図面3-2」参照）




























































































